






























































2. リスク (Risk) （最高0.20点）
手具操作において，交換において，相手の選手との関係において，移動において





順位 輪とこん棒 な わ
3チーム中
国 名
構成 実施 合計 構成 実施
第 1位 ブルガリア 9. 8 5 9. 6 5 19. 5 0 9. 9 0 9. 60 
第2位 日 本 9. 8 0 9. 5 0 19. 3 0 9. 8 0 9. 6 0 
第3位 スペイン 9. 8 0 8. 6 5 18. 4 5 9. 8 0 9. 3 0 
表3 1993年マスターズチームトーナメントの成績
順位 輪とこん棒 な わ
10チーム中
国 名
構成 実施 合計 構 成 実施
第 1位 ロ シ ア 9. 9 0 9. 4 0 19. 3 0 9. 9 0 9. 5 0 
第2位 スペイン 9. 9 0 9. 4 5 19. 3 5 9. 9 0 9. 3 5 
第3位 ブルガリア 9. 8 5 9. 3 0 19. 15 9. 9 0 9. 5 0 
第4位 ウクライナ 9. 7 0 9. 3 5 19. 0 5 9. 7 5 9. 3 0 
第5位 イタリア 9. 8 0 9. 2 0 19. 0 0 9. 8 0 9. 2 0 
第6位 日 本 9. 7 0 9. 3 0 19. 0 0 9. 7 0 9. 2 5 
合計
19. 5 0 
19. 4 0 
19. 10 
合計
19. 4 0 
19. 2 5 
19. 4 0 
19. 0 5 
19. 0 0 
18. 9 5 
団体総合
合計
3 9.0 0 
3 8.7 0 
3 7.5 5 
団体総合
合計
3 8.7 0 
3 8.6 0 
3 8.5 5 
3 8.10 
3 8.0 0 
3 7.9 5 
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図1プルガリアのフォーメーション
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リアの F6.F7.F14, 日本の F6.F7.F8等のように，
表4フォーメーショ‘ノの種類と回数
国溶～～退匹 6 4. 2 4. 1. 1 3. 3 3. 2. 1 2. 2. 2 2. 2. 1. 1 そ の 他 合計
ブルガリア
10. 15 2. 3. 4. 14 6.8.9.12 1. 13 16. 1.7.17 5 ／／  1 7 回
日 本
1.2.10.17 15. 16. 19 6.7.9.11 5. 12 3. 13. 14 ／ 4. 8 18 1 9 回
スペイン
2. 4. 7. 12. 13. 8. 16. 18. 1 6. 9. 10 3. 5 ／ ／ ／／  21 14.17.20.21 19 1. 15 回
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図4 4.2の例 図54.1.1の例 図6 2.2.1.1の例
36 津城由美子
4名の選手がこん棒を 1本ずつ・ 2名の選手が輪を 2
本ずつ持つ，スペインの F12のように 2名の選手が































































































































交換l.F5 距離 レベル 交換2.F5 距離 レベル











り両脚で受ける B A 
/j2本を大きく投げ1回転して受 6m以上 //1本を前方後方にそれぞれ投げ 6m以下
ける る
スペインの交換 (5 回）





C 0 A 0 d 0 P 0 Aへ脚で投げる 6m以上 す
I／仰向けで後方に 1本投げる B 1/こん棒は1本づつ連続して投げ 6m以上 A ． ． る
父換3.F15 交換4.F18 □ ． (/輪を脚にかけ脚を振り上げる 6m以上 0 o& F・0AB同志で輪を大きく投げる 6m以上と共に大きく投げ、脚で受ける B CDはEFにそれぞれ る 6m以下 A 
1/こん棒は2本大きく投げる 6m以上 IIEFはこん棒2本をCDにそれぞ 6m以下
れ投げる
交換5.F19 
-•A 。゚ E -゚• ABはCDの位置に輪を投げCDはジャンプと共に後脚で輪をABに跳ね返す、 ABはお互いに転が
す。 CDはEFに輪を投げABから来た輪を跳ね返した後、 EFから米たこん棒を受ける。 EFはこん 6m以下 A 



































gー・d；］ ABはこん棒の 1本をCDに渡しこん棒を投げジャンてくぐりぬけ、前転して輪を受ける。 プの後受け、再びCDよりこん棒を受ける。 CDはBに輪を投げABよりこん棒を 1本ずつ受ける
独創性3F4 独創性4F6 
ビ］






Aの持っている輪の中をBCが同時に前後開脚ジャ @B AがBCDから輸をうけ、腕と脚を使い BCFに投げ0 0 
A ee F
6 •g ~•c ンプでくぐりぬける る。 Fは輪1本持ち、 Aから来た輪を受けて2本同時
ABが組み、輪を交換する g eE にBCに投げる (BCは輪を2本、 ADEFはこん棒を
- 01) co 1本ずつ持つ）




Ce D ~ ． CD.EFが前転横転し座位でお互いの体側に挟んで 上を転がしながら身体を左右に倒す受ける










t屑 ABは腕上に輸を転がしCDに渡すCDは輸を2本持 し.0/I：i 尻..む ABは1本の輪をそれぞれCDに渡す。ち脚にかけてバランスしてその後2本の輪を ABに CDは2本の輪を持って移動する。 AB渡すEFは1本のこん棒を上方に投げその間にEから はそれそれ2本の輪を固定し CDがそ
もう 1方のこん棒を受け、投げたこん棒をEFが同時 の輪の中にこん棒2本を投げいれEF





.C. 0 .一・0•D —·-
ABは輪をCDに渡す。 CDは輪を2本持ち頭上風車0 I) 08 


































































1) 日本体操協会「新体操女子規則」 1990年版 Pl42.143
2) 日本体操協会「新体操女子規則」 1990年版 P130
3) 日本体操協会「新体操女子規則」 1990年版 Pl31







3)国際体操連盟 (F.I.G)「Codeof Points] 1993版
4)日本体操協会「新体操女子規則」 1990年版
